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五木村公式
インスタグラム
五木村の見どころ、イベント、
景色などを紹介します。

五木村公式
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五木村の様々なイベント情
報を発信します。

五木村公式
フェイスブック
五木村の最新情報を発信し
ます。

五木村公式
ライン
五木村の防災や行政、観光、
移住に関するさまざまな情
報を発信します。
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五木村役場連絡先一覧五木村役場連絡先一覧
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　今月は人吉球磨地区合同で掲
載している表紙です。湯前線開
業100周年を迎え、特集を組ん
でおりますので、ぜひご覧くだ
さい。
※表紙の写真は、くま川鉄道株
式会社の許可を得て撮影してい
ます。

所 在 地：〒868-0201
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二十歳を祝う会
「地域の宝」であり続けるために
〜湯前線開業100周年記念特集〜
消防団　出初式
故　岩本員功氏に旭日単光章
百寿祝い　尾方孝子さん
シルバー人材センターを紹介します！
ウッドスタート「誕生日祝い品贈呈式」
川辺川の流水型ダムに関する環境影響評価
準備レポート
川辺川の上流部の対策　住民説明へ
肥後銀行との包括連携協定締結について
東日本五木ふるさとの会の会委員募集について
節分行事の豆まきが行われました
くねぶ加工施設がオープンしました
村農林水産物協議会が熊本県県南広域本部
長賞を受賞しました
夏秋イチゴ栽培の団地化に向けた協定を締結
しました
第 71回球磨一周駅伝大会
第１回五木源リレーマラソン大会
〜子どもたちの元気な声が響き渡る〜
モグラうち
どんどやき

国民健康保険医療費の状況について
道路規制状況
保健だより
後期高齢者医療被保険者の方へお知らせ
八代年金事務所・年金出張相談（3月・4月）
障害者差別解消法が変わります
マイナ保険証について

外部機関からのお知らせ

村からのお知らせ

お知らせ

村のできごと

【
門
出
を
祝
う
】

　

１
月
４
日
に
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
が
役

場
大
会
議
室
で
行
わ
れ
、
振
袖
や
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
若
人
が
集
い
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
７
名（
男
子
２
名
、女
子
５
名
）

が
二
十
歳
を
迎
え
、
式
典
で
は
木
下
村
長
を

は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
方
が
た
か
ら
の
お
祝

い
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
十
歳
に
な
ら
れ
た
方
々
を
代
表
し
て
黒

木
乃の

あ愛
さ
ん
が
祝
辞
を
、
髙
田
知と
も
た
か孝
さ
ん
が

交
通
安
全
宣
言
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
木
村
森
林
組
合
か
ら
レ
モ
ン
の

苗
木
が
記
念
と
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
の
後
に
は
学
生
時
代
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
を
開
封
、
懐
か
し
い
思
い
出
と
と
も
に
久

し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
た
ち
と
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

謝辞を述べる黒木乃愛さん

交通安全宣言を述べる髙田知孝さん みんなでハートポーズ！

五
木
村
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」

「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
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100th anniversary 球磨郡市広報研究協議会合同特集

湯
前
線
の
歴
史

　

く
ま
川
鉄
道
の
前
身
で
あ

る
国
鉄
湯
前
線
は
大
正
13
年

（
１
９
２
４
年
）３
月
30
日
に
開

業
。当
初
は
人
吉
・肥
後
西
村
・一

武
・
免
田
・
多
良
木
・
湯
前
の
６

駅
で
運
行
し
て
い
ま
し
た
。山
々

に
囲
ま
れ
た
球
磨
盆
地
を
走
る
湯

前
線
に
は
、人
々
だ
け
で
な
く
木

材
を
積
ん
で
走
る
貨
物
列
車
と
し

て
の
一
面
も
。し
か
し
、ト
ラ
ッ
ク

輸
送
の
発
達
や
外
国
産
木
材
な
ど

の
需
要
増
の
影
響
で
、多
良
木
～

湯
前
間
、続
い
て
、人
吉
～
多
良
木

間
の
貨
物
列
車
が
廃
止
。自
動
車
の

普
及
で
人
々
の
利
用
も
減
り
、つ

い
に
は
旅
客
列
車
も
廃
止
の
方
針

が
決
ま
り
ま
し
た
。湯
前
線
は
国

鉄
分
割
民
営
化
後
に
発
足
し
た
Ｊ

Ｒ
九
州
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
が
、

廃
止
す
る
こ
と
が
前
提
で
し
た
。

　
湯
前
線
の
頃
か
ら
利
用
者
の
大

部
分
を
占
め
る
の
は
、沿
線
に
通

う
学
生
た
ち
で
し
た
。学
生
た
ち

の
通
学
手
段
を
残
す
た
め
に
地

域
住
民
が
協
力
し
、存
続
運
動
を

沿
線
地
域
で
展
開
。行
政
と
民
間

が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
方

式
で
の
存
続
が
決
ま
り
、平
成
元

年（
１
９
８
９
年
）10
月
１
日
に
、

く
ま
川
鉄
道
と
し
て
の
運
行
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
も
地

域
の
足
と
し
て
活
躍
を
続
け
、こ

と
し
３
月
30
日
に
国
鉄
湯
前
線
開

業
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。

▼国鉄時代の湯前駅と蒸気機関車（提供：くま川鉄道）

― 国鉄時代を振り返って ―

　一番大変だったのは機関車をバックで運転することでした。湯前駅に

は機関車の方向を変える転車台がないため、人吉駅～湯前駅までバック

で運転しなければなりません。後ろには石炭などを載せた炭水車を連結

していて、進行方向が確認できず、窓から顔を出して運転していました。

石炭のくずなどが顔に飛んでくるため、防じん眼鏡をかけないと運転で

きませんでしたし、冬は風が冷たくて大変でした。霧が濃い日は視界が

悪いため、速度を落としながら汽笛を頻
ひんぱん
繁に鳴らしていました。

― くま川鉄道への思い ―

　令和２年７月豪雨災害で、くま川鉄道が今後どうなるのか心配でした

が、永江社長を中心に社員の皆さんも一生懸命頑張っていらっしゃいま

す。鉄道は単に人や物を運ぶだけでなく、心のつながりの場所。上・中・

下球磨を１つの線路とすることで、人々の交流や心のつながりが生ま

れる場所になればうれしいです。大変だとは思いますが、地元の鉄道を

守ってもらいたいと思います。

立山 勝徳 さん（88＝人吉市）
昭和32 年に日本国有鉄道（通称：国鉄）

に入社。機関士として蒸気機関車（SL）や

ディーゼル機関車を運転。昭和62 年に退

職。現在はツアーの案内や中学生を対象

に鉄道についての講話を行っている。

人吉鉄道観光案内人会 会長

１
９
２
４
年
３
月
30
日

鉄
道
省（
国
鉄
）湯
前
線
開
業

人
吉
・
肥
後
西
村
・
一
武
・
免
田
・
多
良

木
・
湯
前
の
６
駅
で
運
行

１
９
３
７
年
４
月
１
日

東
人
吉
駅（
現
・
相
良
藩
願
成
寺
駅
）で

旅
客
・
貨
物
の
営
業
開
始

１
９
５
３
年
７
月
15
日

川
村
駅
・
木
上
駅
を
新
設

１
９
６
３
年
４
月
５
日

東
免
田
駅
・
東
多
良
木
駅
を
新
設

１
９
８
７
年
４
月
１
日

国
鉄
分
割
民
営
化
で
Ｊ
Ｒ
九
州
へ
移
管

１
９
８
９
年
４
月
26
日

く
ま
川
鉄
道
株
式
会
社
発
足

１
９
８
９
年
10
月
１
日

く
ま
川
鉄
道
湯
前
線
の
運
行
開
始

お
か
ど
め
幸
福
駅
・
公
立
病
院
前
駅
・

新
鶴
羽
駅
を
新
設

２
０
０
９
年
４
月
１
日

人
吉
駅
を
人
吉
温
泉
駅
・
免
田
駅
を
あ

さ
ぎ
り
駅
に
変
更

２
０
２
０
年
７
月
４
日

豪
雨
災
害
で
球
磨
川
第
四
橋
梁
流
失
、

５
両
の
車
両
が
浸
水
な
ど
甚
大
な
被
害

を
受
け
、全
線
運
休

２
０
２
０
年
７
月
20
日

代
替
輸
送
バ
ス
運
行
開
始

２
０
２
１
年
11
月
28
日

肥
後
西
村
駅
～
湯
前
駅
間
の
運
行
を
再
開

２
０
２
４
年
３
月
30
日

国
鉄
湯
前
線
開
業
か
ら
１
０
０
年

２
０
２
５
年
度

く
ま
川
鉄
道
全
線
復
旧（
予
定
）

Interview

「地域の宝」 であり続けるために

令和６年３月30日。

くま川鉄道の前身、国鉄湯前線の開業から100 年を迎えます。

度重なる苦難を乗り越えながら、人吉球磨に住む人々の生活を支え続けてきた鉄道は

「地域の足」であるとともに「地域の宝」でもあります。

この先も「地域の宝」であり続けるために必要なものは―。

国鉄湯前線・くま川鉄道のこれまでと、これからを追いました。

この特集は人吉市・錦町・多良木町・湯前町・水上村・相良村・五木村・この特集は人吉市・錦町・多良木町・湯前町・水上村・相良村・五木村・
山江村・球磨村・あさぎり町の広報担当者が協力して作りました。山江村・球磨村・あさぎり町の広報担当者が協力して作りました。
表紙の写真はくま川鉄道株式会社の許可を得て撮影しています。表紙の写真はくま川鉄道株式会社の許可を得て撮影しています。

湯前線開業 100周年記念特集
鉄道は
心のつながりの場所

▲田んぼのそばを黒煙を上げて走る国鉄湯前線の蒸気機関車（提供：くま川鉄道）

湯前線開業100 周年を
記念し、列車の先頭部に
特製ヘッドマークを取
り付けて運行中です！
期間：９月30 日まで
運行：肥後西村～湯前区
間、毎日運行

開業100 周年記念事業

ヘッドマーク運行 くまてつまつり
5 月５日に「湯前線100
周年記念くまてつまつ
り」を開催！子どもから
大人まで楽しめる鉄道
一色のイベントです。

湯前線100 周年を祝って、
くま川鉄道株式会社では
さまざまな記念事業が計
画されています。くわしく
は同社のホー
ムページをご
覧 く だ さ い。

▲�ホームページ
※写真は昨年開催の「秋のく

まてつまつり」の様子
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100th anniversary

過
疎
地
域
の
公
共
交
通

　

国
鉄
時
代
か
ら
人
吉
球
磨
地
域

の
足
と
し
て
、多
く
の
人
た
ち
を

運
び
続
け
て
い
る
く
ま
川
鉄
道
。

過
疎
地
域
の
最
重
要
課
題
と
も
言

え
る
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の

影
響
は
、地
域
の
公
共
交
通
に
も

大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　
く
ま
川
鉄
道
の
主
な
利
用
者
は

高
校
生
や
自
家
用
車
を
持
た
な
い

人
た
ち
。生
徒
数
が
年
々
減
少
す

る
こ
と
で
定
期
券
収
入
も
減
少
。

赤
字
経
営
が
続
く
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

災
害
と
コ
ロ
ナ

　

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
中
、

く
ま
川
鉄
道
に
さ
ら
な
る
試
練

が
。全
世
界
の
有
り
様
を
一
変
さ

せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
爆
発
的
な
感
染
拡
大
と

県
南
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、高
い
感
染
性
か
ら
人
の
動
き

を
制
限
し
、公
共
交
通
機
関
な
ど

の
経
営
に
大
打
撃
を
与
え
ま
し

た
。令
和
５
年
５
月
に
感
染
症
法

上
の
位
置
づ
け
が
５
類
と
な
っ
た▲豪雨災害で浸水被害を受けた車両

こ
と
で
、人
の
動
き
は
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、公
共
交
通
機
関
が

受
け
た
損
失
は
依
然
、残
さ
れ
た

ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
は

球
磨
川
第
四
橋
き
ょ
う
り
ょ
う
梁
の
流
失
や
保

有
す
る
全
車
両
が
水
没
す
る
な

ど
、く
ま
川
鉄
道
も
甚じ
ん

大だ
い

な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。３
両
を
復
旧
整

備
し
、現
在
は
湯
前
駅
〜
肥
後
西

村
駅
間
の
部
分
運
行
を
行
っ
て
い

ま
す
。肥
後
西
村
駅
～
人
吉
温
泉

駅
間
は
代
替
バ
ス
で
対
応
中
。利

用
者
の
大
半
が
乗
り
換
え
を
余よ

ぎ儀

な
く
さ
れ
る
状
況
で
す
。

▲通学のため車両に乗り込む生徒たち（あさぎり駅）

くま川鉄道利用者の声

◀�ファミリーマートIC 店（人吉

市鬼木町）前で代替バスを降

りる生徒。ここから徒歩で人

吉高校に

福田 陽
は る ね

音 さん
（球磨中央高３年＝水上村）

　入学時はバス通学でしたが、

１年生の後半から部分運行が

始まり、くま川鉄道を利用し始

めました。友達と楽しく会話し

たり、車内から見る夕焼けはと

てもきれいで癒されます。

　くま川鉄道の存在は生徒に

とっても、地域にとっても大切

だと思うので、少しでも早い全

線復旧を願っています。

生徒にとっても、地域にとっても大切な存在

左）尾方 亮太 さん（球磨工業高２年＝多良木町）

　  黒木 翔太 さん（　〃　＝あさぎり町）

尾方さん）くま川鉄道

がなかったら、親に送

迎してもらう方法しか

なく、それでは親に大

きな負担がかかると思

うので、鉄道の存在は

ありがたいです。

黒木さん）鉄道のおか

げで毎日楽しく登下校

できています。

親への負担が減って助かっています

おはようございます
行ってきます！

全
線
再
開
に
向
け
て

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
流

失
し
た
球
磨
川
第
四
橋
梁
の
復
旧

工
事
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。同

工
事
を
含
め
、全
線
再
開
に
向
け

て
支
援
し
て
い
る
の
が「
く
ま
川

鉄
道
再
生
協
議
会
」で
す
。

　
同
協
議
会
で
は
地
元
自
治
体
や

関
係
団
体
な
ど
の
連
携
強
化
を
進

め
、支
援
策
や
利
活
用
促
進
策
な

ど
の
検
討
・
協
議
を
重
ね
て
い
ま

す
。今
後
は
上※

下
分
離
方
式
の
導

入
に
向
け
、鉄
道
施
設
な
ど
を
管

理
す
る
新
た
な
法
人
の
設
立
や
く

ま
川
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
移
管
す

る
鉄
道
施
設
な
ど
の
整
理
調
整
な

ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

取
り
巻
く
環
境
の
変
化

　
部
分
運
行
で
高
校
生
の
通
学
の

足
と
し
て
再
開
し
た
く
ま
川
鉄

道
。以
前
は
始
発
か
ら
多
く
の
高

校
生
が
乗
り
込
む
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
が
、高
校
の
朝
課
外
授
業
が

H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

1,415,071人

425,541人

▲30 年間で約100 万人減少している

【年間利用者数の推移】

無
く
な
っ
た
こ
と
で
、そ
の
風
景

は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
人
々
の
生
活
の
あ
り
方
で
鉄
道

を
取
り
巻
く
環
境
は
絶
え
ず
変
化

し
て
い
き
ま
す
が
、く
ま
川
鉄
道

は
今
日
も
変
わ
ら
ず
球
磨
盆
地
の

中
央
を
走
り
ま
す
。こ
の
風
景
が

次
の
１
０
０
年
ま
で
続
く
た
め
に

は
、私
た
ち
の
支
え
が
必
要
で
す
。

▲部分運行再開をみんなでお祝い

▼復旧作業中の球磨川第四橋梁（肥後西村駅～川村駅間）※
上
下
分
離
…
線
路
な
ど
の
施
設
管
理（
下

部
）と
車
両
な
ど
の
運
行
・
運
営（
上
部
）を

す
る
組
織
を
切
り
分
け
、下
部
と
上
部
の
会

計
を
独
立
さ
せ
る
こ
と

く
ま
鉄
の
今
～
令
和
２
年
７
月
豪
雨
を
乗
り
越
え
て
～
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100th anniversary

く
ま
鉄
の
魅
力
～
全
国
の
鉄
道
フ
ァ
ン
も
注
目
～

▲普段見ることのできない景色がたくさん

▲輪っかの下のバッグにタブレットがある

▲周辺は「幸福」一色のおかどめ幸福駅

我ら、くま鉄応援団！

寄付やグッズ購入などでくま鉄を応援する人は全国に。その中で、テレビ番組を

通してくま川鉄道の永江社長と出会い、社長公認の「くま川鉄道東京支社」とし

てボランティアで応援活動をする夫婦にくま鉄への思いを聞きました。

く
ま
鉄
の
未
来

鉄
道
復
旧
に
懸
け
る
思
い

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
く

ま
川
鉄
道
が
甚じ
ん
だ
い大

な
被
害
を
受
け

た
と
き「
赤
字
が
年
間
８
千
万
円

あ
る
会
社
な
の
に
50
億
円
も
の
費

用
を
掛
け
て
鉄
道
を
復
活
さ
せ
る

の
は
ど
う
か
」と
い
う
声
も
あ
り

ま
し
た
が「
復
旧
＝
存
続
」「
復
旧

し
な
か
っ
た
ら
廃
線
」に
な
る
と

思
い
、高
校
生
の
通
学
の
足
が
ど

う
な
る
の
か
を
一
番
に
考
え
ま
し

た
。そ
こ
で
、目
的
地
ま
で
の
所
要

時
間
が
短
い
速
達
性
や
大
量
輸
送

性
、正
確
に
到
着
す
る
定
時
性
な

ど
の
利
便
性
、運
行
費
用
な
ど
を

バ
ス
な
ど
の
ほ
か
の
交
通
手
段
と

比
較
。そ
の
結
果
、鉄
道
が
ま
だ
ま

だ
優
位
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
、お
金
を
掛
け
て
で
も
復
活
し

た
方
が
こ
の
地
域
に
と
っ
て
最
善

だ
と
い
う
こ
と
に
。１
日
も
早
い

鉄
道
の
復
旧
・
復
興
が
責
務
だ
と

思
い
、社
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ

て
復
旧
・
復
興
事
業
と
同
時
に
通

常
の
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

～
こ
れ
か
ら
も
人
吉
球
磨
に
は
く
ま
鉄
が
必
要
～

赤
字
対
策
に
動
画
配
信

　

収
入
源
を
増
や
す
取
組

と
し
て
、
令
和
４
年
６
月
に

Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
く
ま
鉄
チ
ャ
ン
ネ
ル
」を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。現
在（
１
月
末
時
点
）、

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者
数
は
約
３
千

人
。公
開
し
た
動
画
を
再
生
す
る

こ
と
で
、く
ま
川
鉄
道
に
収
入
が

入
り
ま
す
。こ
の
収
入
で
少
し
で

も
赤
字
を
補
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
、鉄
道
に
投
じ
ら
れ
て
い
る
補

助
金
を
医
療
や
福
祉
、教
育
に
回

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え

て
い
ま
す
。人
吉
球
磨
の
皆
さ
ん

に
も
ぜ
ひ
視
聴
し
て
い
た
だ
き
、

協
力
し
て
ほ
し
い
で
す
。

鉄
道
が
必
要
な
理
由

　

現
在
、湯
前
駅
～
肥
後
西
村
駅

間
で
部
分
運
行
を
し
な
が
ら
、令

和
７
年
度
の
全
線
開
通
に
向
け
て

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。く
ま
川

鉄
道
が
ほ
か
の
輸
送
手
段
よ
り
優

現
存
す
る
唯
一
の「
幸
福
」駅

　

く
ま
川
鉄
道
の
駅
に
は「
お
か
ど
め

幸
福
駅
」と
い
う
名
の
駅
が
あ
り
ま
す
。

く
ま
川
鉄
道
が
Ｊ
Ｒ
か
ら
湯
前
線
を
引

き
継
い
だ
と
き
に
新
設
さ
れ
た
駅
で
、

日
本
で
唯
一「
幸
福
」の
名
が
つ
く
現
役

の
駅
で
す
。駅
近
く
に
幸
福
神
社
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
岡お

か
ど
め
く
ま
の
ざ

留
熊
野
座
神
社

が
あ
る
こ
と
が
名
前
の
由
来
で
す
。

　

昨
年
11
月
に
は
台
湾
国
内
で
唯
一

「
幸
福
」の
名
が
つ
く
、台
湾
新し

ん
ぺ
い北
Ｍ
Ｒ

Ｔ
の
幸
福
駅
と
、幸
福
の
つ
く
同
駅
名

の
友
好
提
携
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。台

湾
と
日
本
、新
北
市
と
人
吉
球
磨
間
の

文
化
・
経
済
交
流
を
通
し
て
、さ
ら
な

る
観
光
客
の
増
加
が
望
ま
れ
ま
す
。

位
で
あ
る
以
上
、全
線
開
通
後
も

存
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、

利
用
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が

課
題
で
す
。存
続
で
き
な
け
れ
ば
、

通
学
す
る
手
段
が
無
い
高
校
生
が

不
便
さ
を
理
由
に
人
吉
球
磨
を
出

て
い
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。人
口

流
出
は
少
子
化
が
進
む
人
吉
球
磨

の
衰
退
に
拍
車
を
か
け
る
可
能
性

も
…
。鉄
道
の
存
続
で
高
校
生
の

通
学
の
利
便
性
を
保
ち
、地
元
に

残
り
や
す
い
環
境
を
作
り
出
す
こ

と
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。こ
の
こ
と
は
、地
域
経
済
を

考
え
る
と
、鉄
道
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
地
域
全
体
の
問
題
と
し
て

捉
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
人
吉
球
磨
地
域
に
は
ま
だ
ま
だ

く
ま
川
鉄
道
が
必
要
で
す
。湯
前

線
開
業
１
０
０
周
年
を
お
祝
い
す

る
と
と
も
に
、こ
れ
を
機
に「
地
域

公
共
交
通
を
み
ん
な
で
大
切
に
し

て
い
こ
う
」と
い
う
、さ
ら
な
る
気

運
の
高
ま
り
を
地
域
全
体
で
図
っ

て
い
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

くま川鉄道株式会社取締役社長

永
な が え

江 友
ゆ う じ

二 さん（59 ＝人吉市）

列車通学の経験はないが、五高校体育大会の応援に行くため
に湯前線を利用していた。列車通学の同級生から列車内での
出来事を聞くのがとてもおもしろかったことを覚えている。

チャンネルを登録して、くま鉄を応援しよう！

　くま川鉄道株式会社が運営するYouTube チャン
ネル「くま鉄チャンネル」では、くま川鉄道の魅力や
沿線地域の魅力、被災後の状況や全線復旧までの出
来事、鉄道の豆知識などを発信しています。チャン
ネルを登録してぜひご覧ください。

◀�一番人気の動画「【密

着】鉄道の車掌って

どんな仕事？」

▲�くま鉄チャンネル

九
州
で
唯
一
の
風
景
が
見
ら
れ
る

　
か
つ
て
日
本
中
の
鉄
道
で
見
ら
れ
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
交
換
の
風
景
。タ
ブ
レ
ッ

ト
交
換
と
は
、１
つ
の
路
線
を
走
る
列

車
同
士
の
衝
突
を
防
ぐ
た
め
に
金
属
製

の
円
盤（
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
タ
フ
）を

持
っ
た
列
車
だ
け
が
線
路
を
走
る
仕
組

み
の
こ
と
。あ
さ
ぎ
り
駅
に
は
交
換
の

風
景
が
残
っ
て
い
て
、全
国
的
に
も
希

少
な
た
め
、こ
の
交
換
を
見
る
た
め
だ

け
に
訪
れ
る
ほ
ど
鉄
道
マ
ニ
ア
か
ら
人

気
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
被
災
に
よ
る
影
響
で
、全
線

復
旧
ま
で
の
間
、形
の
違
う
ス
タ
フ
同

士
の
交
換
を
行
う
こ
と
で
、安
全
な
運

行
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
転
車
で
レ
ー
ル
上
を
走
れ
る
？

　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
線
路
上
を
走

る
レ
ー
ル
サ
イ
ク
ル『
く
ま
チ
ャ
リ
』。

全
線
復
旧
ま
で
の
期
間
限
定
イ
ベ
ン
ト

で
す
。現
役
の
鉄
道
レ
ー
ル
を
走
る
と

い
う
、今
し
か
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

が
楽
し
め
ま
す
。コ
ー
ス
は
十
島
菅
原

神
社
付
近
～
相
良
藩
願
成
寺
付
近
の
往

復
約
４
㌔
。木
々
で
つ
く
ら
れ
た
自
然

の
森
の
ト
ン
ネ
ル
や
球
磨
川
、人
吉
の

街
並
み
を
望
め
る
走
り
や
す
い
コ
ー

ス
を
走
行
し
ま
す
。「
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
」

と
い
う
音
は
列
車
そ
の
も
の
。電
動
ア

シ
ス
ト
付
き
で
爽
快
に
楽
し
め
ま
す
。

こ
と
し
は
３
月
２
日
か
ら
運
行
開
始
予

定
。現
在
受
付
中
で
す
。

　永江社長との出会いは約７年前。ほかの鉄道事業者の手伝いをしていた私たちに、社
長から「鉄道イベントに参加したいが、社員２～３人の交通費や宿泊費などがかかるた
め参加は厳しい状況。手伝ってもらえないだろうか」と依頼があり、回数を重ねるうちに
くま川鉄道東京支社として活動するようになりました。
　令和２年７月豪雨被災前は、お客さまに「くま川鉄道はどこを走っているの？」と聞か
れることが多かったのですが、被災後は「頑張ってください」「全線開通したら乗りに行
きます」と励ましの声を多くかけてもらうようになり、皆さまの応援が我が事のように
うれしく感謝しています。一日も早く全線復旧できるよう、東京支社としてこれからも
応援し続けます。

Interview

▲鉄道イベントがある

　と聞けば無償でどこ

　へでも駆け付け、グッ

　ズ販売などに協力す

　る杉山夫妻

東京支社長  杉山 江
え り こ

利子 さん（東京都) / 副支社長  杉山 聡
さとし

 さん（北海道)
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むらのできごとむらのできごと

　

１
月
５
日
に
五
木
村
消
防
団
出
初
式
が
永

里
団
長
を
始
め
と
す
る
消
防
団
員
と
多
数
の

来
賓
の
出
席
の
も
と
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
規
律
の
部
」
で
は
、
分
団
長
の
号
令
で
整

然
と
し
た
通
常
点
検
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
放
水
の
部
」
で
は
、
高
さ
25
メ
ー
ト
ル
に

吊
る
さ
れ
た
、
４
個
の
ボ
ー
ル
を
落
と
す
ま

で
の
タ
イ
ム
が
競
わ
れ
ま
し
た
。
団
員
は
素

早
い
動
作
で
、
水
し
ぶ
き
を
浴
び
な
が
ら
、

懸
命
に
狙
い
を
定
め
て
ボ
ー
ル
を
落
と
し
て

い
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
は
、
今
回
よ
り

輪
番
制
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
、
本
部
分

団
が
披
露
を
行
い
ま
し
た
。
操
法
員
は
、
昨

年
12
月
か
ら
北
分
署
職
員
の
下
訓
練
に
励
み
、

機
敏
か
つ
的
確
な
操
作
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
部
分
団
は
６
月
に
開
催
さ
れ
る

球
磨
郡
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大
会
へ
五
木
村
消

防
団
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

ま
た
、
い
つ
き
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

は
、
通
常
点
検
と
防
火
の
誓
い
を
行
い
、
か

わ
い
ら
し
い
姿
に
会
場
か
ら
温
か
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

 

協
議
結
果
及
び
表
彰
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
規
律
の
部

優
勝　

第
二
分
団

２
位　

本
部
分
団

◆
放
水
の
部

優
勝　

第
三
分
団

２
位　

第
二
分
団

◆
第
三
十
二
回
球
磨
郡
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大

　
会
出
場
選
手

　

本
部
分
団　

指
揮
者　

奥
村　

薫
寛

　
　
　
　
　
　

一
番
員　

吉
松　

法
政

　
　
　
　
　
　

二
番
員　

堂
本　

龍
馬

　
　
　
　
　
　

三
番
員　

竹
下　

侑
希

　
　
　
　
　
　

補
員　
　

中
村　

遊
平

表
彰
状
受
賞
者

熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰
　
功
績
章

（
過
去
に
勤
績
章
を
受
賞
し
て
い
る
者
で
消
防

員
と
し
て
20
年
以
上
活
動
を
継
続
し
、
消
防

団
が
他
の
模
範
で
あ
る
と
認
め
る
団
員
）

○
第
三
分
団　

班
長　

淀
川　

春
裕

熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰
　
勤
績
章

（
消
防
団
員
と
し
て
15
年
以
上
活
動
を
継
続
し
、

消
防
団
員
が
他
の
模
範
で
あ
る
と
認
め
る
団
員
）

○
第
一
分
団　

班
長　

中
村　

誠

○
第
二
分
団　

班
長　

野
々
下　

優

○
本
部
分
団　

団
員　

豊
原　

佳
奈

○
本
部
分
団　

団
員　

甲
斐　

美
里

ウッドスタート
「誕生日祝い品贈呈式」

百寿祝い
尾方孝子さん 満100歳

　1月18日、「ヒストリアテラス五木谷」の特別
展示室においてウッドスタート誕生祝品の贈呈
式を行いました。
　今年で8回目となるウッドスタートの対象者
は、昨年出生されたお子様4名で、当日出席され
たお子様に五木村ものづくり工房が製作した木
のおもちゃ「むらのいきものまわしてずかん」が贈
呈されました。
　五木村の木のぬくもりに触れ、感性や情緒を
育み、楽しく健康に成長することを願っています。

　頭地地区の尾方孝子さんが10月25日で満
100歳の誕生日を迎えられました。
　尾方さんは現在、ご自宅で息子さんと二人で
生活しており、木下村長より「満100歳のお誕
生日おめでとうございます。心よりお祝い申し
上げます。」と表彰を受取ると「ありがとうござい
ます」と元気に感謝の意を述べられました。
　孝子さんは甘いものがお好きで、和菓子や洋
菓子を食べるのを楽しみに生活されているそう
です。素敵な笑顔でいつまでもお元気でお過ご
ください！

五木村シルバー人材センター
を紹介します!

故　岩本員功氏に旭日単光章

　五木村シルバー人材センターの会員数は現
在25人であり、その中でも森下千福さんは、
会員の中で最高齢の88歳です。千福さんの
元気の秘訣は、好き嫌いなくなんでも食べるこ
と、規則正しい生活を心がけていることです。
体を動かすことや歌うことと、月に２回のげん
ぞう会が楽しみで、充実した生活を送りながら
元気にシルバー人材センターで活動されてい
ます。

　令和５年７月11日に亡くなられた岩本員功
さん（宮園）は平成13年五木村議会議員に当
選以来、平成25年までの間、３期12年間の
永きにわたり在職し、村の伸展にご尽力されま
した。また、平成15年に五木村出荷協議会
を設立し、以降平成28年までの13年間にわ
たり会長を務め、五木村農産物のブランド化
に尽力し、その生前の功績が讃えられ、受章と
なりました。

五木村シルバー人材センターの森下千福さん

木下村長より表彰状と勲章を伝達された岩本麗子さん

元気に育ってね

100歳祝い 祝百寿（尾方孝子さん）

  
消
防
団 

出
初
式

全分団が一同に並ぶ開会式

操法を披露した本部分団 規律と正確な動作を確認する「規律の部」いつき保育園幼年消防クラブ

濡れながらも玉落としのタイムを競う
「放水の部」
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木下村長（左）と池田常務（右）協定書への署名

　２月１日、役場大会議室において、五木村と肥後銀行との未来に向けたむらづくりに関する包
括連携協定締結式を執り行いました。本協定は、地域の政策課題について共有し、幅広い分野で
相互連携を図り、全ての人が安心して暮らし続けられる地域社会を実現することなど、８項目で
協定を締結しており、今後は様々なネットワークやノウハウを持つ肥後銀行と連携して施策に
取り組むことで、「未来に向けたむらづくり」を推進してまいります。

肥後銀行との包括連携協定締結について

ふるさと会集合写真

　８月18日に「東日本五木ふるさとの会」を設立いたしました。本会は、東日本に在住されてい
る五木村出身者及び五木村にゆかりのある方を対象に会員相互の親睦及び五木村の発展に寄与
することを目的としており、令和６年２月１日現在で21名の方にご入会していただいておりま
す。本会は、入会を随時募集して
おります。ご親戚やお知り合いに
対象となる方がいらっしゃいまし
たら是非、本会のことをお知らせ
ください。

　　　　▼入会はこちらから

東日本五木ふるさとの会の会員募集について

川辺川の流水型ダムに関する環境影響評価準備レポート説明会
　12月16日、五木村役場２階大会議室において、国土交通省九州地方整備局の主催により、川
辺川の流水型ダムに関する環境影響評価準備レポートの説明会が開催されました。本レポート
は、環境影響評価に係る４段階のうち、３段階目に相当するものであり、村内外から合わせて33
名が参加されました。当日の質疑応答では、「試験湛水の際の汚泥」や「産業廃棄物の処理方法」
等について質問や意見が出されていました。本村では、現在本レポートの内容を精査しており、
必要な意見を述べてまいります。

流水型ダムの仕組みを説明当日の会場の様子

川辺川上流部の対策　住民説明へ
　１月14日、宮園交流館３階研修室において、竹の川地区・宮園地区周辺にお住まいの方を対
象に熊本県の主催による川辺川上流域の洪水対策・土砂流木対策に関する説明会が開催されま
した。当日は、熊本県河川課や国土交通省川辺川ダム砂防事務所等からの説明後、質疑応答があ
り、その中で川辺川の生態系に関する意見や、水田のかさ上げ等について意見が出されました。
本村としましては、川辺川上流地域の安全・安心を確保するため、国・県としっかり連携してまい
ります。皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

当日の会場の様子事務局からの説明
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協定を交わした木下村長と前畑代表（右）

　村農林水産物協議会が、熊本県地域づくり夢チャレンジ事業で「県南広域本部長賞」を受賞し、
1月23日、役場で表彰式が行われました。
　この表彰は、県内で多くの地域づくり活動の取組みが行われている中で、特に他の団体や市町
村のモデルとなるような優れた取組みをたたえるもので、県南地域34団体の中から審査を経て
受賞したものです。
　今回受賞した「村びとから届く「豊かな山のおくりもの」五木村特産品魅力発信事業」は、商品
の付加価値を見える化し、戦略的に物産振
興・売上増へつながる仕組みづくりを目的
としており、産地の様子や商品が作られる
工程、調理方法、生産者の思いなどのストー
リーを通販サイトやパンフレットに記載す
ることで、より消費者の購買意欲を高める
内容となっています。
　今後は整備したツールを活用し、道の駅
子守唄の里五木を中心として、物産館出荷
協議会、各生産組合と連携しながらリピー
ターや交流人口拡大につながることが期待
されます。

　2月２日に厄災を祓い福を招くといわれる「節分行事の豆まき」が保育所・五木東小学校・五木の
友・社協デイサービスで行われました。役場職員が扮する「赤鬼」「青鬼」が登場すると保育所の園児
たちは大泣きする子もいましたが、応援に駆け付けたいつきちゃん福の神と一緒に豆に見立てたボー
ルを鬼たちに投げつけていました。

　村は25年以上子別峠地区にて夏秋イチゴ栽培に取り組み、県内唯一の夏秋イチゴ栽培を行っ
ている前畑農園と「耕作放棄地解消に向けた夏秋イチゴ生産の団地化に関する連携協定」を1月
30日に締結しました。この協定は担い手の確保と育成、そして村内の耕作放棄地解消を目指し
ています。
　協定に際し前畑代表は「ここでしかできないと思って夏秋イチゴ栽培に取り組んできました。
培った技術をこの団地化に注ぎこみたい」
との意気込みを述べました。
　現在村では子別峠地区の耕作放棄地を活
用し、夏秋イチゴの団地化に取り組む計画
を進めています。それに伴い、夏秋イチゴ
栽培に取り組む地域おこし協力隊の募集を
開始し雇用の創出と移住・定住の促進を目
指します。

　ふるさと寄付金を活用し、村が整備を進めていたくねぶ加工施設が11月21日、オープンしま
した。村が「くねぶ」の産地化を目指し生産・加工・商品化・販路拡大を一貫して進めるため、旧みそ
加工施設を最小限の改修により搾汁等の一時加工を中
心とした「くねぶ加工施設」として再整備したものです。
一日あたりの処理能力はくねぶ250kg程度。加工処理
した果汁は株式会社子守唄の里五木が業務用果汁やシ
ロップ、果皮粉末に加工し販売します。今年度は約4ｔ
の果実の搾汁を行い、業務用果汁908Lを製造しました。
　2月から加工所では果汁100％ジュースの製造を始め
ており、年間を通した加工品製造に取り組んで行きます。

村農林水産物協議会が熊本県県南広域本部長賞を受賞しました 節分行事の豆まきが行われました

夏秋イチゴ栽培の団地化に向けた協定を締結しました

くねぶ加工施設がオープンしました

受賞した関係者の皆さん
左から、道の駅子守唄の里五木・井元駅長

村農林水産物協議会・木下会長
物産館出荷協議会・日野会長

いつき保育園

社会福祉協議会

五木の友

東小学校

①生産者から果実を
　買い取る

②施設内の冷蔵庫で
保管

③電解水で殺菌洗浄 ④加工しやすい
　サイズにカット

⑤カットした果実を
搾汁

⑥果汁を加熱殺菌 ⑦業務用果汁
　(5kg)の完成
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村からのお知らせ Itsuki VillageNews むらのできごとむらのできごと

Itsuki VillageNews

02
令和２年７月豪雨災害及び台風１４号災害における
道路規制状況

※詳細については建設課へお尋ねください。また、復旧工事については、国県と協議しながら実施していきます。

※令和 6年１月末時点

種別 路線名 規制内容 被災状況 場所 う回路

【村道】

① 白蔵線 全面通行止め 山腹崩壊・路肩決壊 村道起点から３．０ｋｍ先 無

② 入鴨線 ２t車以上
通行止め 路肩決壊 村道起点から１．２ｋｍ先 無

③ 川辺川線 全面通行止め 路肩決壊 村道起点から１．０ｋｍ先。他５箇所 無

④ 瀬目葛の八重線 全面通行止め 路肩決壊 村道起点から１．８ｋｍ先 無

【林道】

① 菊池・人吉線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 高塚山登山口から泉五木トンネル区間 無

② 日当線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 起点から３.０km先〜終点区間 無

③ 鴦山線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無

④ 相良五木線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無

⑤ 八重線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無

⑥ 入鴨線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無

⑦ 裾川線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無

⑧ 下入鴨線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無

国民健康保険医療費の状況について
Itsuki VillageNews

01
〜令和5年11月・12月診療分〜

11月 12月

件数 保険者
（五木村） 前月比 前月増減 件数 保険者

（五木村） 前月比 前月増減

入　　院 5 2,399,620 -48.57 -2,266,570 8 3,685,290 +53.58 1,285,670
外　　来 241 2,995,857 +12.03 321,733 217 3,039,881 +1.47 44,024
調　　剤 105 770,671 +1.85 14,020 93 695,039 -9.81 -75,632

食事・生活療養費 − 148,532 -7.33 -11,574 − 175,482 +18.14 26,950
その他療養費 4 14,048 -29.93 -6,000 3 9,608 -31.61 -4,440

合　　計 355 6,328,728 -23.54 -1,948,571 321 7,605,300 +20.17 1,276,572

国保被保険者数 １人あたり保険者負担額（月額） 前月比

11 月 218 人 29,031 円 -23.89
12 月 205 人 37,099 円 +27.79

　11月の医療費は前月に比べて減少しましたが、12月の医療費は増加しています。医療費の
削減のため、日々の健康管理やジェネリック医薬品の活用にご協力をお願いします。
　まだまだ寒日が続きます。手洗い、うがいをしっかり行い感染症を予防しましょう。

水
道
管
の
凍
結
防
止
に
ご
協
力
下
さ
い
。

各地区でどんどやが行われま
した！

第71回球磨一周駅伝大会

　１月７日、村内の各所で正月恒例のどんど
やが行われました。北地区では北分館と消
防団が一緒になり宮園の河川敷で行われ、年
男の川口峰寿さんによって着けられた火は、瞬
く間に巨大な炎となって高々と燃え上り、「ボ
ンッ！」という竹が破裂する大きな音が響き渡
ると観衆から驚きの声が上がっていました。
　どんどやの煙を浴びると風邪をひかないと
言われています。集まった人たちは炎を囲み
ながらふるまわれた餅を食べて今年１年の無
病息災を祈っていました。

〜子どもたちの元気な声が響き
渡る〜もぐらうち

第１回五木源リレーマラソン大会

　モグラを追い払い、五穀豊穣や家内安全を
願う正月の伝統行事「もぐら打ち」が1月14日、
頭地地区で行われました。今年は頭地地区以
外の近隣地区からも子どもたちが来て、一緒に
もぐら打ちをしました。
　子どもたちは、1年を幸せに過ごせるように
と班ごとに各家庭を回り、わらが先端に巻かれ
た木の棒を使って、「ここのモグラはあっち行
け！」と大きな掛け声を上げ、玄関先の地面を
一所懸命に叩きました。叩き終わると、家主か
らお菓子などが渡され「ありがとうございます」
と笑顔で受け取っていました。

　１月27日に五木源パークにおいて第１回
五木源リレーマラソン大会が開催されました。
　23チーム約120人の参加者が集まり、皆さ
んが思い思いのペースでチーム番号の書かれ
たビブスをつないで走られました。

大きな掛け声と共に、力強く木の棒で
地面を叩く、元気な子どもたち

第71回球磨一周駅伝

北分館のどんどや（宮園地区）

皆さん一生懸命走りました

一斉にスタート

　12月17日に第71回球磨一周駅伝大会が
開催されました。
　皆様の応援を力に一致団結して走り切るこ
とができました。ありがとうございました。

 保健福祉課　TEL：37－2214　（IP：2214）お問い合わせ先
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保健だより3・4月号
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す
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　介護予防の体操やレクリエーション、健康相談を行います。一緒に体を楽しく動かしましょう♪

パズルやゲームで脳を鍛える認知症予防の教室です。ぜひ気軽にご参加ください！

乳幼児健診のお知らせ

期　日 受付時間（午後） 場所 対象者
３月１日㈮
４月５日㈮ 13：30〜14：00 保健センター 3・6・10ケ月、1歳2ケ月、

1歳6ケ月、3・4・5歳児

※対象者が少ないときは中止する場合があります。

お問い合わせ先：保健福祉課 TEL：37－2214 （IP：2214）

介護予防教室

★脳いきいき教室の日程

★げんぞう会の日程

場 所 三  浦 下梶原 頭  地 瀬  目 宮  園 平沢津 小  鶴 平  瀬

3月 5日・19日
（火） 12日（火） 7日・21日

（木）
14日
（木）

4月 4月はお休みです。５月から開催します。

時 間
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

午前 10:00〜11：30　　　　午後1：45〜３：15

場　所 保健センター 宮園交流館

時　間 受付／午前   9：30〜　
開始／午前10：00〜

受付／午後1：00〜　
開始／午後1：30〜

3月 6日・13日・27日　（水）
4月 4月はお休みです。5月から開催します。

不安やストレスのお悩みについて、ご心配な方や家族、気軽にご相談ください。（相談無料）

人吉保健所　精神保健相談
精神科医による相談

五木村　こころの健康相談
臨床心理士による相談

【3月】  14日（木）多良木町役場
　　　　 22日（金）人吉保健所
　※完全予約制です。
　　事前に保健所へご連絡ください。
　　4月の日程は未定です。

相談内容：物忘れ、人間関係の悩みなど
【3月】　21日（木）
◎相談内容の秘密は固く守られます。
◎希望があれば、ご自宅に伺うこともできます。
◎上記日程以外でもいつでもご相談ください。

お問い合わせ先
人吉保健所保健予防課　（☎︎：22－5289）

お問い合わせ先
保健福祉課　（☎︎：37 － 2214 （IP：2214））

こころの健康相談（相談無料）

参加対象：要介護認定されていない65歳以上の方
※ 送迎も行っておりますので、ご希望の方は保健福祉課にご連絡ください。

高齢者の補聴器購入費を助成しています（五木村高齢者補聴器購入費用助成事業）
　補聴器を購入される方へ最大５万円（医師による診断で補聴器が2台（両耳用）必要で
あることが証明されている場合は最大10万円）の費用助成を行っています。補聴器の購
入を検討されている場合は、購入前にまずはご相談ください。

【問い合わせ先】　保健福祉課　☎３７−２２１４（ IP：２２１４ ）

◎ 40 歳代から聴覚の衰えは始まる
　　加齢により音を感じる部分が障害されて起こる難聴を加齢性難聴といいます。65〜
　74歳では３人に１人、75歳以上では約半数が難聴に苦しんでいると言われています。

◎ 聞こえにくさを放っておくと…
　　必要ば音が聞こえず、危険を察知する能力が低下したり、家族や友人とのコミュニケー
　ションがうまくいかなかったりします。また、認知症のリスクも大きくなります。
　　加齢性難聴は根本的な治療法はありませんが、できるだけ早期から補聴器などを使っ
　て、「聞こえ」を改善し、ことばを聞き分ける能力を最大限に発揮することが大切です。ま
　た、加齢以外にも中耳炎やウイルス、騒音によって難聴が起こることもあります。お薬や
　手術で治療できる場合もあるため、「耳がきこえずらい」ときは、早めに耳鼻咽喉科に相談
　しましょう。

◎ 若者たちの耳が危ない！！イヤホン難聴に注意！！
　　スマートフォンでいつでも気軽に音楽を楽しめるようになった一方
　で、ヘッドフォンやイヤホンの使用により聴こえにくくなる、「イヤホン
　難聴」が大きな問題となっています。
　　イヤホン難聴は重症化すると完治が難しくなります。イヤホンの音
　量が大きくなりすぎないように注意し、イヤホンを使用した後は耳を
　休ませる習慣を心掛けましょう。

百歳体操で体力測定を行いました
　五木村では頭地地区（伝承館）、山口地区（集会所）にて毎週、百歳体操が行われていま
す。1月に役場と社協職員が各会場を訪問し、体力測定と栄養講話を実施しました。

◎ 百歳体操とは？
　百歳体操はビデオをみながら行う、誰でも簡単にでき
る筋力づくり体操です。筋力がつくことで転びにくくな
り、骨折や寝たきりになることを防ぐことができます。

　百歳体操に取り組む参加者の方やグループを随
時募集しています！
　近所の方や地区の方々と身近な場所で集まって、
健康づくりに取り組んでみませんか？役場保健師
がお手伝いします！お気軽にご相談ください。

新規参加者・グループ募集中！

3月３日は｢ 耳の日 ｣

19 182024.3 広報いつき３月号Itsuki Village Public Relations   2024.3



村からのお知らせ Itsuki VillageNews

４
月
は「
20
歳
未
満
飲
酒
防
止
強
調
月
間
」で
す
。

水
道
管
の
凍
結
防
止
に
ご
協
力
下
さ
い
。

Itsuki VillageNews

03後期高齢者医療被保険者の方へお知らせ令和６年度
後期高齢者医療保険料の納め方について

後期高齢者医療制度の対象となる方

令和６年度の保険料率

○75歳以上の方（75歳の誕生日から自動的に加入）
○�65歳から75歳未満の方で一定の障がいがある方（市(区)町村に申請し、広域連合の
認定を受けた日から加入）

※�一定の障がいがある方とは、身体障害者手帳に記載された障がいの等級が１～３級及び４級の一部、精神障害者手帳に記載された障
がいの等級が１～２級、療育手帳に記載された障がいの等級がA判定の方などです。
※�一定の障がいに該当する方の加入（障がいの認定の申請）は任意です。障がいの認定は、いつでも申請することができ、いつでも撤回
することができます。ただし、過去にさかのぼって申請、撤回することはできません。
※生活保護を受けている方及び外国人の方で在留期間が３か月未満である方などは対象になりません。

・ �後期高齢者医療制度は公費(5割)、現役世代からの支援金(4割)、被保険者からの保険料(1割)で
運営しています。後期高齢者医療保険料は、加入者の医療費に充てられる大切な財源です。必ず
納期限までに納めましょう。

・ �保険料は被保険者一人ひとりが納めます。
・ �保険料率は、２年ごとに見直され、熊本県内で均一となります。
・ �制度改正に伴い、年間保険料の限度額と所得割率に激変緩和措置が適用されます。

同一世帯の被保険者及び世帯主の総所得金額等の合計金額 均等割の軽減額
【基礎控除額※１】以下の世帯 ７割７割

【基礎控除額※１+29.5 万×被保険者数】以下の世帯 ５割５割
【基礎控除額※１+54.5 万×被保険者数】以下の世帯 ２割２割

※1　�令和6年3月31日までに75歳になった被保険者及び令和7年3月31日までに障害認定により被
保険者になった方は73万円となります。

※2　�合計所得金額が2,400万円超の方は、合計所得金額に応じて基礎控除額が逓減し、2,500万円超
で基礎控除額が0円となります。

※3　�令和5年の総所得額等から基礎控除額を差し引き、58万未満の対象者は10.80%となります。

所得が低い方への均等割額軽減
◆保険料の均等割額の軽減（令和６年度から改正されました）

※1　�給与所得者等が2人以上いる世帯については、基礎控除額（43万円）に以下の金額が加算され
ます。（給与所得者等の数－１）×10万円

※2　�「給与・年金所得者の数」とは、給与収入が55万円超または年金収入が125万円超（65歳以上
の場合。65歳未満の場合は年金収入が60万円超）の方の合計人数です。

※3　�均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前にな
ります。また、年金所得については高齢者特別控除15万円を控除した額で判定します。

年間保険料額
（限度額80万円）※１

均等割額
（被保険者１人あたり）

58,000 円
= +

所得割額
総所得金額等  -43万円

※２（基礎控除）
×

所得割率
10.98％ ※３

・ �後期高齢者医療に加入の方は「医療給付を受ける権利」と同時に「保険料を納める義務」がありま
す。保険料は、後期高齢者医療制度を支える重要な財源です。納期限までに納付しましましょう。

・ �呼応機高齢者医療保険料は、特別微収（年金からの差し引き）又は普通微収（納付書又は口座振替）
により納めることになります。

① 緊急時以外の緊急外来の受診は控えましょう
 　�　休日や夜間の時間外受診は重症患者の受け入れに影響するほか、医師や看護師の疲弊
にも繋がります。本当に必要な人が必要な時に医療を受けられるよう、緊急時以外は平
日の診療時間 内に受診しましょう。

② 「かかりつけ医」を持ちましょう
 　�　体調の変化など、日頃から気軽に相談できる「かかりつけ医」を持つことが大切です。
気になる症状があれば、まずはかかりつけの医師に相談しましょう。

③ 重複受診は控えましょう
 　�　同じ病気で複数の医療機関を受診すると、検査や投薬などを最初からやり直すことと
なり、体への負担と医療費の負担が大きくなります。今受けている治療に不安などがあ
るときは、医師に伝えて相談してみましょう。

④ 薬のもらいすぎに注意しましょう
 　�　一度に多くの種類の薬を飲むと、薬本来の効果が出ないだけではなく、重い副作用や
症状が悪化することがあります。複数の医療機関に通院中の場合は、「お薬手帳」を１冊
にまとめ、受診時に必ず持参しましょう。

⑤ ジェネリック医薬品を活用しましょう
　 �　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬（先発医薬品）と同等の効能・効果を持ち、価格
も安くすみます。ジェネリック医薬品を希望する場合は、医師や薬局に相談しましょう。

令和６年４月より年金からの差し引きにより保険料を納めていただきます。特別微収の対
象となる方は自動的に特別微収になります。（申請は不要です。）
ただし、年度途中で資格を取得した方や、年金の額によっては、普通微収（納付書は口座振替
での納付）になります。

令和6年７月より納付書又は口座振替により保険料を納めていただきます。
※暫定賦課を行っている市町村は普通徴収の開始時期が異なることがあります。

･ �75歳到達や県外から転入等で新たに後期高齢者医療保険へ加入された方は、差し引き開
始の手続きのため、初めは普通徴収によりお支払いいただき、該当される方は一定期間の
後、自動的に年金差し引き（特別徴収）に切り替わります。
･ �口座振替は登録した預貯金口座から自動的に引き落とすため、納付する手間がなく、納付
忘れの心配もありません。口座振替への変更は窓口までご連絡ください

特別微収の方

普通微収の方

後期高齢者医療保険にご加入の皆様へ
上手な医療のかかり方・正しい薬の使い方について

 保健福祉課　TEL：37－2214　（IP：2214）お問い合わせ先
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八代年金事務所・年金出張相談（３・４月）
　年金相談は予約制となっております。予約なしで来訪されると対応できない場合も
ありますので、必ず予約をしてください。

　令和５年に障害者差別解消法が改正され、事業者による障がいのある人への合理的配慮の提供が義務
化されました。

不当な差別的取扱い
　　障がいのある人に対して、正当な理由なく、障がいを理由として、財・サービスや各種機能の提供を
　拒否する、場所・時間帯などを制限する、障がいのない人に対しては付さない条件をつける、などによ
　る障がいのある人の権利利益の侵害をいう。

障がいのある人への合理的配慮
　　日常生活・社会生活において提供されている設備やサービス等については、障がいのない人は簡単
　に利用できていても、障がいのある人にとっては利用が難しく、結果として結果として障がいのある
　人の活動が制限される場合などに意思表明があった場合配慮を行必要がある。（その実施に伴う負担
　が過重でないものをいう。）　
　※詳しくは、内閣府のサイト「令和６年４月１日合理的配慮の提供が義務化されます」

改正後
不当な差別的取扱い 障害のある人への合理的配慮

国・地方公共団体 禁止 法的義務

事業者 禁止
努力義務

→法的義務

令和６年４月１日から合理的配慮の提供が義務化されます

3 月

場所 人吉市役所 錦町総合福祉センター 多良木町多目的研修センター

日程 4 日 ( 月 )・11日 ( 月 )
18 日 ( 月 )・25 日 ( 月 ) ６日 ( 水 ) 13 日 ( 水 )・27 日 ( 水 )

4 月

場所 人吉市役所 錦町総合福祉センター 多良木町多目的研修センター

日程 1日 ( 月 )・８日 ( 月 )
15 日 ( 月 )・22 日 ( 月 ) 10 日 ( 水 )・24 日 ( 水 ) ３日 ( 水 )・17 日 ( 水 )

相談時間 午前９時 30 分〜午後５時
（正午〜午後１時は除く）

午前９時〜午後５時
（正午〜午後１時は除く）

　【予約先】　�八代年金事務所お客様相談室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☎ ０９６５ー３５ー６１２３　（土・日・祝日を除く８：30 から17：15 まで）　　　　　　
※お電話の際は自動音声案内「１」選択後「２」を選択してください。　　　　　　　　　
※その他不明な点は、五木村役場　住民税務課　☎ ３７ー２２１３ まで。

障害者差別解消法が変わります！
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を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
「
に
せ
税
理
士
」
へ
相
談
す
る

こ
と
は
、
あ
な
た
自
身
に
不
測
の

損
害
を
あ
た
え
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
「
に
せ
税
理
士
」
の
概
要
は
こ

ち
ら
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
並
び
に
消
費
税
並
び
に
地
方

消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
納
税

は
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か

ら
引
き
落
と
し
に
な
る
「
振
替
納

税
」
が
大
変
便
利
で
す
。

　

令
和
５
年
分
の
確
定
申
告
の
振

替
納
付
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

「
振
替
納
税
」
を
ご
利
用
の
方
は
、

振
替
日
の
前
日
ま
で
に
口
座
の
残

高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

　

得
税

　

令
和
６
年
４
月
23
日(

火)

利
用
に
な
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０︲０
０︲５
９
０
１

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

※「
確
定
申
告
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

は
こ
ち
ら
か
ら

　

令
和
５
年
分
確
定
申
告
の
納
付

期
限
は
以
下
の
通
り
で
す
の
で
、

期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談
に

つ
い
て

 

お
知
ら
せ

令
和
５
年
分
確
定
申
告
の
期
限

納
付
と
振
替
期
日

「
に
せ
税
理
士
」に
ご
注
意

申
告
所
得
税
及
び
復
興
別
所
得

税
・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

振
替
期
日

納付期限 振替納税の
振替日

申告所得税及び
復興特別所得税

令和６年
３月15日(金)

令和６年
４月23日(火)

消費税及び
地方消費税

（個人事業者）

令和６年
４月１日(月)

令和６年
４月30日(火)

令和５年分確定申告の
納付期限と振替納税の振替日
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INFORMATION

水
道
管
の
凍
結
防
止
に
ご
協
力
下
さ
い
。

４
月
は「
20
歳
未
満
飲
酒
防
止
強
調
月
間
」で
す
。

（
１
月
末
現
在
）

人
の
動
き

戸
籍
の
窓
口

転入 転出 出生 死亡

男 1 1 0 3
女 16 10 0 0
計 17 11 0 3

（増減 +3 ）

人　口 955 人　
世帯数 477 世帯

　今月は、人吉球磨地域合同で湯前線
開業100周年を記念して特集を掲載
しています。くま鉄に関する記事を載
せていますので、ぜひご覧ください！
　10ページ目は出初式の記事を掲載
しています。今年度から小型ポンプ
操法の部が輪番制となり、本部分団が
五木村消防団を代表して、球磨郡小型
ポンプ操法大会に出場します。私も
二番員として出場します。６月の大
会に向けて練習を頑張りますので、皆
様の応援よろしくお願いします！

（堂本）

編集後記 【おくやみ】

森屋　尚良森屋　尚良さん （92歳）竹の川さん （92歳）竹の川

藤本　保子藤本　保子さん （85歳）八重さん （85歳）八重

山本　八千代山本　八千代さん （94歳）下平瀬さん （94歳）下平瀬

12月27日

2月8日

2月9日

 

12 月 16 日～　2月 15 日　届出分

■
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
（
個
人
事
業
者
）

　

令
和
６
年
４
月
30
日(

火)

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http ://w
w

w
.nta .go.jp

又
は 

国
税
庁 
検
索 
）

▼
問
い
合
わ
せ

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０︲０
０︲５
９
０
１

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

国
税
に
関
す
る
ご
質
問
・
ご
相
談
は

「
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０︲０
０︲５
９
０
１

（
全
国
一
律
料
金
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

　

平
日
：
８
：
30
〜
17
：
00

（
土
日
祝
日
及
び
12
月
29
日
〜

 

１
月
３
日
を
除
く
）

　

な
お
、
書
類
や
事
実
関
係
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
な
ど
、

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
、
タ
ッ
ク
ス
ア

ン
サ
ー
及
び
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
解
決
が
困
難
な
相
談
に
つ

い
て
は
、
税
務
署
に
て
面
接
に
て

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

税
務
署
で
の
ご
相
談
は
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
所
轄
の

税
務
署
へ
電
話
し
て
音
声
案
内

「
２
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い（「
税

務
署
」
に
つ
な
が
り
ま
す
）。

　

20
歳
未
満
の
者
が
飲
酒
を
し
た

場
合
に
は
、
脳
障
が
い
等
の
「
身

体
的
影
響
」、
精
神
的
成
長
や
心

理
的
発
達
の
停
止
等
の
「
精
神
的

影
響
」
及
び
非
行
問
題
等
の
「
社

会
的
影
響
」
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
で
は
「
20
歳
未
満
の
者
の

飲
酒
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
、
20
歳
未
満
の
者
の
飲
酒
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
し
た

場
合
の
罰
則
は
、
飲
酒
し
た
20
歳

未
満
の
者
本
人
で
は
な
く
、
親

や
、
20
歳
未
満
の
者
が
自
ら
飲
酒

す
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
お
酒
を

販
売
・
提
供
し
た
販
売
業
者
に
対

し
て
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

社
会
全
体
の
責
務
と
し
て
、
20

歳
未
満
の
者
の
飲
酒
の
未
然
防
止

を
積
極
的
に
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
国
税
庁
を
含
む
関
係
省
庁
は
、

毎
年
４
月
を
「
20
歳
未
満
飲
酒
防

止
強
化
月
間
」
と
し
て
、
全
国
的

な
啓
発
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

熊
本
国
税
局
酒
税
課

☎
０
９
６︲３
５
４︲６
１
７
１

　

人
吉
・
球
磨
地
域
の
人
材
確
保
・

マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
、
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ
は
、
事
業

所
・
求
職
中
の
方
々
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

就
労
に
関
す
る
ど
ん
な
こ
と
で

も
（
応
募
書
類
作
成
等
）
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
：
求
職
、
転
職
希
望
の

　

方
、
採
用
活
動
中
の
事
業
所
、

　

ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
！（
事
業
所
・

　

求
職
者
本
人
・
家
族
・
学
校
の

　

先
生
）

■
開
催
時
間
：
月
曜
日
〜
金
曜
日

で
、
持
っ
て
い
る
力
を
十
分
に
伸

ば
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

障
が
い
に
つ
い
て
、
正
し
く

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
支
援

の
第
１
歩
に
な
り
ま
す
。
障
が
い

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と

り
の
違
い
を
認
め
合
い
、
支
え
合

え
る
社
会
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

◇
自
閉
症
啓
発
デ
ー
２
０
２
４　

　

in
八
代（
映
画
上
映
イ
ベ
ン
ト
）

■
日
程
：
４
月
２
日(

火)

■
時
間

　
（
１
回
目
）
14
：
00
〜
15
：
00

　
（
２
回
目
）
18
：
00
〜
19
：
30

■
会
場
：
八
代
私
立
図
書
館
２
階

　

大
集
会
室　

定
員
30
名
程
度

■
上
映
映
画
「
梅
切
ら
ぬ
バ
カ
」

　

※
申
し
込
み
不
要

　
（
当
日
先
着
順
）

◇
自
閉
症
啓
発
デ
ー
２
０
２
４

　

in
宇
城

■
日
程
：
４
月
６
日(

土)

　
　
　
　
　
　

７
日(

日)

■
時
間

　

11
：
00
〜
17
：
00

　
（
２
日
と
も
）

■
会
場
：
イ
オ
ン
モ
ー
ル
宇
城
の

　

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

■
内
容
：
疑
似
体
験
、
書
籍
や
支

　

援
グ
ッ
ズ
の
展
示
、
パ
ネ
ル
展
示

　
（
10
：
00
〜
17
：
00
）

　

祝
日
は
休
み
（
予
約
制
）

▼
問
い
合
わ
せ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ

☎
０
９
６
６︲２
２︲０
５
５
５

住
所
：
〒
８
６
８︲８
５
０
３

人
吉
市
西
間
下
町
86-

１

球
磨
地
域
振
興
局
３
階

　

＂女
性
に
な
ら
話
せ
そ
う＂ 

＂女

性
な
ら
分
か
っ
て
も
ら
え
そ
う＂

と
い
っ
た
女
性
の
皆
様
の
た
め

に
、
女
性
司
法
書
士
が
し
っ
か
り

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
女
性
よ

り
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
お

手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
例
】

 

相
続
の
手
続
き
が
よ
く
分
か
ら

な
い
、
遺
言
書
を
残
し
た
い
、
借

金
で
悩
ん
で
い
る
、
認
知
症
の
親

の
こ
と
で
相
談
し
た
い
、
夫
婦
関

係
・
親
子
関
係
で
悩
ん
で
い
る
、

離
婚
し
た
い
、
企
業
し
た
い
等
々

■
開
催
日
時

　

３
月
10
日(

日)
　

10
：
00
〜
16
：
00

▼
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
南
部
発
達
障
が
い
者
支
援

セ
ン
タ
ー
わ
る
つ

☎
０
９
６
５︲６
２︲８
８
３
９

■
試
験
日
：
３
月
24
日(

日)

■
受
付
期
間

　

２
月
28
日(

水)

〜

　

３
月
12
日(

火)

　

必
着
（
土
・
日
を
除
く
）

▼
問
い
合
わ
せ

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
総
務
課

☎
２
２︲５
２
４
１

htpp://fi
re1

1
9

-hitosho.
com採

用
試
験
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
下
さ
い
。

　

引
っ
越
す
際
に
手
続
き
が
必
要

な
転
出
届
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

を
通
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
提

出
が
可
能
で
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス

■
相
談
方
法

１
．
電
話
相
談
（
予
約
不
要
）

☎
０
９
６︲３
６
４︲０
８
０
０

　
（
当
日
の
み
）

２
．
電
話
相
談
（
前
々
日
ま
で
に   

　
　

予
約
）

☎
０
９
６︲３
６
４︲２
８
８
９

※
予
約
受
付

　

月
曜
〜
金
曜
９
：
00
〜
17
：
00

　
（
祝
日
を
除
く
）

※
予
約
締
切

　

３
月
８
日(

金)

17
：
00

■
相
談
料
：
無
料

■
対
処
者
：
女
性

※
女
性
で
な
い
方
の
ご
相
談
は
別

　

の
相
談
窓
口
を
紹
介
さ
せ
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
０
９
６︲３
６
４︲２
８
８
９

　

発
達
障
が
い
（
自
閉
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
症
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
限
局
性
学

習
症
な
ど
）
は
、
生
ま
れ
つ
き
の

脳
機
能
の
障
が
い
で
、
物
事
の
認

識
の
仕
方
や
学
び
方
に
違
い
は
あ

り
ま
す
が
、
周
囲
の
理
解
や
特
性

に
配
慮
し
た
支
援
・
環
境
の
工
夫

を
利
用
す
る
方
は
、
転
出
に
あ
た

り
五
木
村
へ
の
来
庁
が
原
則
不
要

と
な
り
ま
す
。

　

電
子
証
明
書
が
有
効
な
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

で
、
日
本
国
内
で
の
引
越
し
を
す

る
方
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
自
身
単
身
で
の
引
越
し
の
他
、

ご
自
身
と
同
一
世
帯
員
、
ご
自
身

以
外
の
世
帯
員
の
方
の
引
越
し
で

も
利
用
可
能
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転

出
届
の
提
出
を
し
た
後
は
、別
途
、

転
入
先
市
区
町
村
の
窓
口
で
転
入

届
等
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

令
和
５
年
度
人
吉
下
球
磨
消
防
組

合
員
の
採
用
試
験（
第
２
次
募
集
）

実
施
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
転
出
届
を
提
出
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た

国
税
に
関
す
る
ご
質
問・
ご
相
談
は

「
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」へ
！

４
月
は「
20
歳
未
満
飲
酒
防
止
強
化

週
間
」で
す

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
就
労
相
談
窓
口
・

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ（
無
料
）

「
女
性
の
た
め
の
女
性
司
法
書
士
に

よ
る
無
料
相
談
会
」の
お
知
ら
せ

毎
年
４
月
２
〜
８
日
は
、発
達
障
が

い
啓
発
週
間
で
す

※
4
月
２
日
は
国
連
が
定
め
る
世

界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
で
す

開催日 時間 場所
3/15
（水） １３：００～１６：００

湯前駅レールウイング
展示体験販売施設

3/15
（金） １３：００～１６：００

あさぎり町ポッポー館
2階和洋室

3/19
（火） １３：１５～１６：００

ハローワーク球磨会議室
（面接セミナー）

3/28
（木） １３：００～１６：００ 多良木町多目的センター

3月出張相談会日程
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広
報
い
つ
き
　
3
月
号

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
https://w

w
w

.vill.itsuki.lg.jp
E-m

ail　
info@

itsuki.kum
am

oto.jp
発

行
日

／
令

和
6

年
3

月
１

日
発

行
／

五
木

村
役

場
編

　
集

／
総

務
課

　
印

刷
／

ソ
ー

ゴ
ー

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

ス

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
1 2
・行政相談（JA）
・春季防火パレード

3 4 5 6 7 8 9
げんぞう会
 （三浦、下梶原）

脳いきいき教室 げんぞう会
（宮園、平沢津）

10 11 12 13 14 15 16
五木中学校
卒業式

げんぞう会
（頭地、瀬目）

脳いきいき教室 げんぞう会
（⼩鶴、平瀬）

⾏政相談
（宮園）

17 18 19 20 21 22 23
げんぞう会

（三浦、下梶原）
・�五木東小学校　

卒業式
・げんぞう会
（宮園、平沢津）

修了式
（東小学校・中学校）

いつき保育園
卒園式

24 25 26 27 28 29 30
献血 脳いきいき教室 区長会

31

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
1 2 3 4 5 6
いつき保育園
入園式

行政相談(JA)

7 8 9 10 11 12 13
五木中学校
入学式

五木東小学校
入学式

14 15 16 17 18 19 20
行政相談

（西地区）

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30
春まつり 昭和の日 区長会

3月

4月

の行事予定

の行事予定
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